
ISO13485に基づく品質マネジメントシステムを構築・維持し，技術の発展が著しい医療機器産業の法令や
規則の変化にも迅速かつ柔軟に対応できる体制を確立していきます．
特に，製造ラインにおけるデジタルトランスフォーメーション(DX)を進めており，製造管理，品質管理体制
の強化を図っております．
これからもお客様の多様な要求に対して，高度な技術水準で量産化に向けて取り組んで参ります．

関西の正月の風物詩「十日戎（とおかえびす）」について紹介します．十日戎とは，
漁業海運の守り神，商売繁盛の神として知られる「七福神」の戎（恵比寿）様を祀るお
祭りです．特に江戸時代から，商業の中心地として栄えた関西では，古くから戎様を祀
る西宮神社や今宮戎神社が有名で，そこで行われるえびす講は「十日戎」として，現在
でも大変賑わいます．十日戎では，福笹や熊手などの縁起物が売られています．福笹は
，孟宗竹という竹の一種とされています．竹は，真冬の厳しい環境にも耐えることがで
きるため，「商売をするうえで訪れる困難や逆境に耐えられる」という意味があり，熊
手は「福や金運をかき集める」という意味があります．十日戎に売られている熊手には
，数多くの縁起物が装飾されています．例えば，戎様，大黒天様（商売繁盛の神），大
判小判，鯛，おかめ（福を多く招く女性）のお面，千両箱などがあります．
今年の十日戎は，大阪の高槻戎神社に参拝し，商売繁盛と社員の健康を祈願しました．
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日本マイクロMIMホールディングスおよび太盛工業 本社工場改築について

今月は技術の話題から離れて、本年1月に完了しました当社の大型リニューアルについてご報告します．

X線CT測定室

本社工場

太盛工業は，1972年の創業時から数十年はプラスチックの射出成
形を生業としていたため,本社工場には最大220トンの成形機が配置
されていました. 現在は，プラスチックの成形技術をベースとした
金属粉末射出成形(MIM)の事業に特化しているため,改築後の本社工
場は以前使用していた大型の成形機を処分し，微小複雑形状のμ-
MIM部品に適した数十トンクラスの成形機をラインナップしていま

す．さらに新しい本社工場は，工場内を正圧状態に保つシステムや
配管，配線類をすべて床下に配置することで，作業環境を大幅に改
善しました．

PM工場

PM工場の一角に，3Dプリンタ室を設置しました．現在はIncus社のLMM (Lithography-based Metal 
Manufacturing) 方式の3Dプリンターを運用しています．感光性樹脂を使用するため，このプリンタ部屋はイ
エロールームとなっております．このイエロールームでは，μ-MIM技術を活用した試作や極小ロットの生産
体制を整えるべく，島津製作所製の小型真空脱脂焼結炉VHS-CUBEも導入しました．露光による不良発生の
恐れなく，焼結体までを得るシステムが構築でき，さらにμ-MIM技術を小さい投資で検討いただけるように
なりました．
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また，工場1階に別途測定室を設けX線CT装置も稼働しています．製造から検査まで
を本社で完結することで，さらに高いレベルの品質管理体制が実現しました．
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